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髄刺激療法の第一人者である Stanford 大学のDr. 
Henderson に，「慢性疼痛に対する脊髄刺激療法：40
年の進歩」と題して，また脳深部刺激療法の第一人者
であるカリフォルニア大学のDr. Starr に，「運動障害
の病態を理解するための大脳皮質と基底核神経活動記
録」と題して大変興味深い話をうかがい，その後の関
連シンポジウムと合わせ，議論が深まりました．
　本学会ならではの特別企画を２つ設けました．
　特別企画１は，「電気刺激療法における新しいデバイ
スのコンセプト」を組みました．脊髄刺激療法と脳深
部刺激療法の双方でデバイスの開発が急速に進んでい
ます．デバイスにどのような新しい機能を付加しよう
と考えているかを企業の方にお話いただき，それを利
用している脳神経外科医から使用経験をお話いただく
というセッションで，今後のデバイスの展開を占うこ
とができたと思います．現時点でこれらのデバイスに
は，患者がどのような体位であるか（立位か臥位か）
のセンサーがあり，それに応じて刺激部位を変化させ
ることが可能になっている上，患者の体位の記録（ど
の体位でどのくらいの時間を過ごしているか）も残る
ようになっていて，今後の患者管理に極めて有用であ
ることがうかがわれました．
　特別企画２は「機能外科のための神経科学」と題し
て，「痛みの神経科学」に関して兵庫医科大学の野口光
一先生に，「歩行の神経科学」に関して山口大学の森　
大志先生に教育的な講演をお願いしました．機能外科
は神経科学の知識と発展が最も重要な役割を果たす分
野であり，その中でも痛みと歩行は，直接外科的治療
法に関わることですので，有意義な特別企画となりま
した．
　岡山大学脳神経外科教室では，この１年２ヵ月の間
に全国学会を４つ主催（日本神経内視鏡学会，日本脳
神経減圧術学会，日本小児神経外科学会，および今回
の日本定位・機能神経外科学会）いたしました．皆様
のご支援のおかげで無事４学会の運営を終了すること
ができましたことを感謝申し上げますとともにこれか
らもご指導のほど，よろしくお願い申し上げます．
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